
は
じ
め
に

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
雲
南
市
三
刀
屋
町
粟
谷
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
寺
院
・
高
徳
寺
が

所
蔵
す
る
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
図
1
～
9
、
以
下
「
本
像
」）
で
あ
る
。
本
稿
筆
者
は
令
和
六

年
（
二
〇
二
四
）、
同
寺
か
ら
所
蔵
文
化
財
の
管
理
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
雲
南
市
教
育

委
員
会
の
依
頼
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
像
は
、
そ
の
中
で

も
最
も
注
目
す
べ
き
と
思
わ
れ
た
作
例
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
本
像
が
、
室
町
期
に
尼
子

経
久
の
求
め
に
応
じ
て
出
雲
に
赴
き
、
当
地
で
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
七
条
仏
師
康

秀
の
造
像
銘
を
有
す
る
新
出
作
例
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
た

び
の
実
査
に
基
づ
き
本
像
の
基
本
情
報
を
紹
介
す
る
と
と
も
に（

1
（

、
当
地
の
中
世
彫
刻
史
研

究
に
と
っ
て
、
本
像
が
新
た
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
か
、
若

干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

一
、
本
像
の
概
要

〔
形
状
〕

円
頂
。
耳
朶
環
状
、
貫
通
し
な
い
。
三
道
相
。
袈
裟
・
覆
肩
衣
を
ま
と
う
。
袈
裟
は
左

肩
に
懸
け
て
背
面
を
亘
り
、
右
肩
に
少
し
懸
け
な
が
ら
右
脇
腹
を
通
っ
て
正
面
を
め
ぐ
り
、

再
び
左
肩
に
懸
け
る
。
覆
肩
衣
は
右
肩
に
か
け
、
右
脇
腹
で
は
袈
裟
に
た
く
し
込
ま
な
い
。

正
面
を
向
き
、
左
手
は
屈
臂
し
て
胸
の
高
さ
で
掌
を
仰
い
で
第
一
・
三
・
四
指
を
曲
げ
て

宝
珠
を
執
り
、
右
手
は
屈
臂
し
て
胸
の
高
さ
で
掌
を
内
に
向
け
て
全
指
を
握
っ
て
錫
杖
を

執
る
。
正
面
を
向
き
、
左
足
は
膝
を
外
に
曲
げ
て
足
先
を
股
辺
に
寄
せ
、
右
足
は
膝
下
を

垂
下
し
て
足
先
を
蓮
台
上
に
乗
せ
、
岩
座
上
に
安
坐
。

〔
法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
以
下
同
じ
）〕

総
高
（
本
体
及
び
岩
座
）
一
九
・
七

〈
本
体
〉

像
高
（
頭
頂
─
右
足
先
）
一
六
・
四

坐
高
　
一
〇
・
七

頂
─
顎
　
四
・
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
幅
　
三
・
一

耳
張
　
三
・
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
奥
　
三
・
二

胸
奥
　
四
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腹
奥
　
四
・
七

膝
奥
（
左
）
七
・
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坐
奥
　
七
・
五

肘
張
　
七
・
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膝
張
　
八
・
五

袖
裾
張
　
九
・
三

〈
台
座
（
岩
座
）〉

総
高
　
九
・
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
大
張
　
九
・
二

最
大
奥
　
一
〇
・
一

三
五

三
刀
屋
町
・
高
徳
寺
の
仏
師
康
秀
作
地
蔵
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て

―
新
出
の
室
町
期
在
銘
作
例
の
紹
介
―

濱
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〔
品
質
構
造
〕

一
木
造
り
。
古
色
。

頭
体
幹
部
は
岩
座
・
蓮
台
を
含
め
て
一
材
製
（
樹
種
は
判
然
と
し
な
い
）。
木
心
は
前
も

し
く
は
後
ろ
に
外
す
か
。
岩
座
の
背
面
か
ら
方
形
に
内
刳
り
を
施
し
、背
板
を
あ
て
る
。
両

手
先
別
材
製
（
左
手
先
は
宝
珠
を
含
ん
で
一
材
）。
錫
杖
は
木
造
の
別
材
製
。
現
状
の
表
面

は
全
体
に
暗
褐
色
の
古
色
を
呈
す
る
。

岩
座
背
板
の
胎
内
側
中
央
に
銅
製
の
小
像
を
取
り
付
け
、周
囲
に
雲
を
浮
彫
り
す
る
。
背

板
は
高
六
・
五
、
幅
五
・
八
、
奥
行
三
・
五
、
広
葉
樹
（
キ
リ
材
か
）。
小
像
は
、
頭
頂
に

冠
を
被
る
か
も
し
く
は
髻
を
結
い
、
大
袖
衣
と
裙
も
し
く
は
袴
を
ま
と
い
、
胸
前
で
拱
手
し

宝
珠
を
執
っ
て
台
座
（
岩
座
・
框
）
上
に
立
つ
天
部
形
。
全
高
三
・
九
。

〔
保
存
状
態
〕

左
手
先
は
一
旦
外
れ
た
の
ち
に
近
時
再
接
着
さ
れ
た
か
。
左
手
第
五
指
先
欠
失
。
岩
座
背

板
お
よ
び
胎
内
仏
は
、
岩
座
の
内
刳
り
面
に
比
べ
て
保
存
状
態
が
か
な
り
良
好
で
あ
り
、
後

補
で
あ
る
。
岩
座
下
の
框
（
高
一･

三
、
幅
一
五
・
〇
、
奥
行
一
〇
・
五
）
お
よ
び
厨
子
、

後
補
。

〔
伝
来
〕

高
徳
寺
に
伝
来
。
詳
細
な
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。
高
徳
寺
は
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
日

親
上
人
の
開
基
と
伝
え
る（

（
（

。

〔
銘
記
〕

岩
座
内
刳
り
の
左
右
側
面
に
次
の
墨
書
銘
が
あ
る
。

〈
尊
像
に
と
っ
て
（
背
面
か
ら
み
て
）
右
側
面
〉

天
文
六
丁

酉
年

佛
師
康
秀
　

〈
同
左
側
面
〉

洛
在
住

二
、
墨
書
銘
に
つ
い
て
の
検
討

本
像
内
刳
り
部
の
墨
書
は
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）、
京
都
在
住
の
仏
師
、
康
秀
が
本

像
を
造
像
し
た
こ
と
を
示
す
造
像
銘
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
出
る
康
秀
は
、十
六

世
紀
半
ば
の
時
期
に
山
陰
に
逗
留
し
、各
種
の
造
像
を
手
掛
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
七
条
仏

師
康
秀
（
左
京
）
そ
の
人
と
み
ら
れ
る
。

七
条
仏
師
は
鎌
倉
時
代
の
運
慶
・
快
慶
と
い
っ
た
慶
派
の
末
裔
に
な
る
系
統
で
、
康
秀

は
そ
の
正
系
に
属
す
る
仏
師
で
あ
る（

（
（

。
都
の
主
要
仏
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
康
秀
だ
が
、

尼
子
経
久
に
よ
っ
て
富
田
の
地
に
招
か
れ
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
よ
り
、
現
・
奥
出
雲

町
の
岩
屋
寺
の
四
天
王
立
像
（
愛
知
・
浄
蓮
寺
現
蔵
。
県
指
定
文
化
財（

（
（

）
を
造
像
し
た
こ
と

が
『
岩
屋
寺
快
円
日
記
』（
鳥
取
県
立
博
物
館
現
蔵
）
に
よ
り
知
ら
れ
る（

（
（

。
康
秀
の
山
陰
に

お
け
る
事
績
は
多
岐
に
亘
り
、
岩
屋
寺
で
の
各
種
造
像
・
修
理
の
ほ
か
、
天
文
二
十
四
年

（
一
五
五
五
）
の
鳥
取
・
大
山
で
の
造
像
や（

（
（

、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
同
・
正
法
寺
本

尊
千
手
観
音
像
の
造
像（

（
（

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
筆
者
ら
も
近
時
、富
田

の
古
刹
で
あ
る
城
安
寺
の
旧
本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
、天
文
八
年
に
康
秀
に
よ
り
修
理
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。城
安
寺
像
の
墨
書
銘
の
筆
跡
と
本
像
の

そ
れ
を
比
較
す
る
と（

9
（

、太
く
丸
み
を
帯
び
が
ち
な
字
画
や
伸
び
の
少
な
い
運
筆
が
共
通
し
て
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お
り
、
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

本
像
の
制
作
年
で
あ
る
天
文
六
年
は
、岩
屋
寺
像
の
そ
れ
を
わ
ず
か
に
遡
る
わ
け
で
あ
る

が
、『
岩
屋
寺
快
円
日
記
』
は
あ
く
ま
で
も
岩
屋
寺
四
天
王
立
像
の
造
像
開
始
の
年
次
が
天

文
八
年
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
康
秀
が
出
雲
地
方
を
訪
れ
た
時
期
そ
の
も

の
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
天
文
六
年
に
遡
る
可
能
性
も
無
く
は
な
い
。
た
だ
し
、

小
像
で
あ
る
本
像
は
持
ち
運
び
が
容
易
で
あ
り
、
出
雲
来
訪
の
直
前
に
造
像
し
た
も
の
を

当
地
に
携
え
た
と
い
う
経
緯
も
十
分
有
り
得
る
だ
ろ
う
。「
洛
在
住
」
と
す
る
銘
文
に
し
て

も
、
造
像
時
点
で
京
都
在
住
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
か
、
そ
れ
と
も
京
都
在
住
の
仏
師
で
あ

る
こ
と
を
逗
留
し
て
い
た
出
雲
の
人
々
に
対
し
て
示
す
の
が
目
的
だ
っ
た
の
か
、い
ず
れ
の

可
能
性
も
考
え
得
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
天
文
六
年
の
作
で
あ
る
本
像
が
、
当
地
で
造
像

さ
れ
た
の
か
、
京
都
で
造
像
さ
れ
た
も
の
が
当
地
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
は
判
断
し
難
い
。

三
、
作
風
に
つ
い
て
の
検
討

続
い
て
、
銘
文
に
い
う
天
文
六
年
・
康
秀
作
と
い
う
点
に
つ
い
て
作
風
か
ら
検
証
し
た
い

が
、
坐
高
一
〇
㎝
台
の
小
像
で
あ
る
た
め
細
部
表
現
が
簡
略
で
あ
り
、
康
秀
や
そ
の
周
辺
仏

師
の
代
表
作
と
比
較
検
討
す
る
の
は
難
し
い
。ま
た
前
掲
の
岩
屋
寺
旧
蔵
四
天
王
立
像
は
地

蔵
像
で
あ
る
本
像
と
共
通
す
る
意
匠
が
少
な
く
、
こ
れ
も
比
較
が
困
難
で
あ
る
。
試
み
に
、

康
秀
の
子
・
康
正
が
父
と
と
も
に
造
像
に
携
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
京
都
福
知
山
市
・
醍
醐
寺

薬
師
如
来
坐
像
（
元
亀
二
年
〔
一
五
七
一
〕）
を
参
照
す
る
と
、
面
貌
や
体
軀
の
バ
ラ
ン
ス

に
は
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、左
右
の
胸
の
括
り
を
線
刻
せ
ず
に
な
だ
ら
か
な
段
差
で
表
現

す
る
点
や
、い
っ
た
ん
右
肩
に
懸
け
た
袈
裟
が
肘
後
ろ
あ
た
り
で
後
方
に
跳
ね
る
点
な
ど
の

共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
う
え
で
、本
像
が
岩
屋
寺
像
や
醍
醐
寺
像
と
比
べ
て
穏
当
な
表
現
に
終
始
し
て
い
る

こ
と
は
注
意
し
た
い
。
岩
屋
寺
像
は
頭
部
が
大
き
め
で
輪
郭
は
角
張
り
、姿
勢
や
着
衣
の
翻

り
は
全
体
に
固
い
。
こ
う
し
た
康
秀
の
作
風
に
は
、表
現
の
萎
縮
や
沈
滞
が
こ
れ
ま
で
指
摘

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た（

（1
（

。
ま
た
康
正
の
初
期
作
で
あ
る
醍
醐
寺
像
に
し
て
も
、眉
根
が
大
き
く

下
が
る
異
国
風
の
顔
立
ち
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
体
つ
き
、
太
く
粘
り
の
あ
る
衣
文
な
ど
、
室

町
期
の
如
来
像
に
あ
り
が
ち
な
ア
ク
の
強
さ
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
本
像
は
、顔
立

ち
は
整
い
、
頭
部
や
体
部
の
輪
郭
は
丸
み
を
帯
び
て
い
て
、
衣
文
は
誇
張
し
た
動
き
を
見
せ

る
こ
と
な
く
現
実
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
本
像
は
、
今
後
、

康
秀
の
作
風
に
つ
い
て
の
再
検
討
・
再
評
価
を
促
す
存
在
に
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

康
秀
の
子
で
あ
る
康
正
は
、
京
都
・
東
寺
金
堂
現
本
尊
の
薬
師
三
尊
像
を
は
じ
め
と
し
た

数
々
の
秀
作
を
生
み
出
し
、室
町
末
期
の
一
門
の
停
滞
を
打
ち
破
っ
た
存
在
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。
従
来
、康
秀
の
評
価
が
そ
の
陰
に
隠
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う

し
、
既
知
の
康
秀
作
の
像
を
概
観
し
た
と
き
、
そ
う
し
た
評
価
と
な
る
こ
と
も
致
し
方
な
い

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
康
秀
作
の
彫
像
は
、
彼
の
仕

事
を
知
る
上
で
決
し
て
十
分
な
数
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
山
陰
地
域
に
お
い
て
、

彼
は
当
地
の
造
仏
の
主
要
な
位
置
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、当
地
で
調
査
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、こ
の
た
び
の
よ
う
に
彼
の
作
が
再
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

に
し
て
彼
の
仕
事
が
総
合
的
に
把
握
さ
れ
た
と
き
、仏
師
と
し
て
の
彼
の
評
価
も
ま
た
再
考

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
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【
注
】

（
1
）
実
査
は
二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
日
、
雲
南
市
教
育
委
員
会
・
志
賀
崇
氏
の
協
力
を
得
て
濱
田
恒
志

が
行
っ
た
。

（
（
）
三
刀
屋
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
三
刀
屋
町
誌
』（
三
刀
屋
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）
七
四

一
頁
。

（
（
）『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
』
参
照
。
同
系
図
は
『
美
術
研
究
』
第
十
一
号
、
一
九
三
二
年
に
収
録
。

康
秀
に
つ
い
て
は
三
十
七
頁
。
な
お
康
秀
の
事
績
に
触
れ
た
論
考
と
し
て
は
、
根
立
研
介
「
慶
派
仏
師

の
末
裔
た
ち
の
動
向
─
東
寺
大
仏
師
職
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
同
氏
『
日
本
中
世
の
仏
師
と
社
会
』
塙
書

房
、
二
〇
〇
六
年
〔
初
出
は
一
九
九
三
・
一
九
九
五
年
〕）、
神
戸
佳
文
「
大
仏
師
康
正
の
法
眼
・
法
印

叙
任
」（『
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
　
塵
界
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
（
）
同
像
に
つ
い
て
は
、『
島
根
の
文
化
財
─
仏
像
彫
刻
篇
』（
島
根
県
立
博
物
館
、
一
九
九
〇
年
）
一
三

二
～
一
三
五
頁
の
当
該
像
作
品
解
説
（
執
筆
は
小
嶋
泉
氏
）
お
よ
び
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛

知
県
史
　
別
編
　
文
化
財
三
　
彫
刻
』（
愛
知
県
、二
〇
一
三
年
）
三
二
〇
～
三
二
二
頁
の
当
該
像
作
品

解
説
（
執
筆
は
水
野
さ
や
氏
）
に
詳
し
い
。

（
（
）
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。「
天
文
八
年
己亥
五
月
ヨ
リ
、
岩
屋
寺
四
天
王
ヲ
作
ル
、
仏
師
者
京
七
条
之

法
眼
康
秀
、
当
邦
守
護
尼
子
伊
予
守
殿
経
久
、
此
仏
師
ヲ
富
田
江
被
召
下
、
因
幡
フ
セ
ノ
山〔

仙
〕林

寺
ノ
二

王
ヲ
造
、
以
此
次
ヲ
当
寺
ヨ
ヒ
コ
シ
、
四
天
王
ヲ
造
、（
中
略
）
此
時
本
堂
後
戸
文
殊
菩
薩
、
是
開
山
行

基
菩
薩
也
、
造
之
、（
中
略
）
戌
亥
ノ
護
摩
堂
ノ
正
観
音
ノ
再
造
、
二
王
之
修
覆
、
筋
キ
セ
又
漆
塗
畢
、

面
池
同
堀
畢
、
快
円
本
堂
観
音
頂
上
仏
五
体
造
副
畢
、
常
泉
坊
之
千
手
観
音
修
造
、
然
間
、
此
ノ
大
仏

師
、
天
文
八
年
七
月
廿
九
日
ニ
富
田
江
帰
畢
、（
後
略
）」
引
用
は
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
県
史
編
さ
ん

室
編
『
新
鳥
取
県
史
　
資
料
編
　
古
代
中
世
二
　
古
記
録
編
』（
鳥
取
県
、二
〇
一
七
年
）
五
七
三
頁
の

翻
刻
に
よ
る
。

（
（
）
前
掲
注
（
『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
』。

（
（
）
正
法
寺
本
尊
台
座
銘
に
よ
る
。
前
掲
注
（
『
新
鳥
取
県
史
』
二
十
一
頁
に
翻
刻
が
掲
載
。

（
（
）
濱
田
恒
志
・
舟
木
聡
「
安
来
市
・
城
安
寺
の
仏
師
定
宗
作
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
つ
い
て
─
新
出
の
室

町
期
在
銘
作
例
の
紹
介
─
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集

第
三
十
五
集
　
中
世
山
陰
の
戦
争
と
地
域
社
会
』
島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
五
年
）。

（
9
）城
安
寺
像
の
墨
書
銘
は
前
掲
注
（
論
文
一
一
七
頁
図
（
を
参
照
。
な
お
岩
屋
寺
像
の
墨
書
銘
の
写
真

は
前
掲
注
（
小
嶋
氏
解
説
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
康
秀
の
自
筆
で
は
な
い
と
み
ら
れ

る
。

（
10
）
前
掲
注
（
小
嶋
氏
解
説
・
水
野
氏
解
説
、
前
掲
注
（
根
立
氏
論
文
三
〇
〇
頁
。

（
11
）
前
掲
注
（
根
立
氏
論
文
、
三
〇
〇
頁
。

【
図
版
の
出
典
】

全
て
本
稿
筆
者
撮
影
。

【
付
記
】

本
像
の
調
査
と
本
稿
の
公
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
高
徳
寺
代
表
役
員
・
谷
口
龍
承
様
か
ら
寛
大
な
る
御
理

解
を
賜
っ
た
。
ま
た
調
査
の
際
に
は
有
限
会
社
仏
壇
の
原
田
代
表
取
締
役
社
長
・
原
田
明
成
様
、
雲
南
市

教
育
委
員
会
・
志
賀
崇
氏
か
ら
多
大
な
る
御
協
力
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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図 1　地蔵菩薩坐像　雲南市三刀屋町・高徳寺

図 3　同　左斜側面

図 2　同　右側面

図 4　同　背面
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図 5　同　台座内刳り右側面墨書銘

図 7　同　台座内刳り右側面
墨書銘（画像処理済）

図 8　同　台座内刳り左側面
墨書銘（画像処理済）

図 9　台座背板胎内側

図 6　同　台座内刳り左側面墨書銘

四
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